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要旨   

丸竹材の整形作業において発隼すると考えられる温度と応力の関係について，竹材に苗げ応力が働いている場合を想定  

しげご，水中での曲げ状態における温度上昇過程と＝針過碍で，応力緩和がどの様に超こるのか検討Lた。温度上昇過程に  

おいて，界温に伴い応力は比例的に低卜する傾向が認められた∴浅㍍計卜降過程においては，降温に伴い応力はやや低下す  

る傾向が見られたが，温度L二昇過程のそれと比較すると非常に小さくラ ほぼ一定の値をホした。初期たわみ呈は2。5汀mで  

あったが，実験終f後のたわみ量は1．′7mでありヶ 68％のたわみ呈を残存させることができた．  

合を想定して，温度上昇遇祥と下降過程で仁応力緩和がど  

の様に起こるのか検討Lたので報告する．  

∴ ．吏妄こ三   

2日l快諾ネオ   

僕試材とLて′三年生で日月に伐探Lたマダケ柑の油抜き  

処理を施したものを佗用した∴ 楓抜き処碍烏，貼丑（）．05望）  

水溶液で2（）分間煮沸処理を什ヾ′うヤ表皮の油脂を拭き取った  

ものである。   

2。2 試験片作製   

マダケ材の油抜き処理を施Lた竹材から，幅8×厚さ′宣〉く  

長さ130mm（表皮を含む）の試験片を作製した。含水率は  

気路牲態とLた   

2＝3 曲げ応力緩和測定   

スパン㈹m血判揖げ支点清具と盲鉱験片を水温釣℃の水麿  

中にセットし？・定量 Lこ2。5iⅧ11ノ）のたわみを加えたままの  

状態を椎持した。温度仁∴首過程におけるノ。上さノ一闇志はプ 且く）tニ  

間隔とし，水温を約l℃／mi呈1の速度で鮒℃までをf一湿させた。  

温度下降過程における応力測定は夕測定′キク）温度の水と水  

槽中の水を入れ替え∴紺℃から測℃まで急激に降温ぎせ  

キ測定を行一ノた。2わC〔：まで除湿させ応力を測定し／た後夕 残  

存たわみ壷む酢走した  

3刀 絞果および考察  

‡見渡上昇過程及びド隠避程におけるマダナ材〔用心力緩  

和挙動をn針2 にホす。スターート時の2（）℃の応力値を川0  

とし，ノ椙対値を示Lた寒）のである。   

今回使用Lた試験汁形状での賢 ′豊年生竹材の田＝デ試験で  

の常温時における比例限度点は約3mmであるので7 たわみ   

㌔＋はじめに   

大分県では，伝統的⊥芸品「別府竹細］二」を大きな柱と  

Lて製什業，竹製品製造業，卸9販売業が集積した国内最  

大の竹産業を形成しており∴本県を代表する地場産業のひ  

とつとなっている。その中で，製竹業は全国一のマダケ竹  

材の生産量を誇っている。   

丸竹材の用途は9 ＝本塵塚の装飾用や造園用，垣操り 遮  

断機等があり。これらは通直なものが好まれるがタ伐採さ  

れた丸竹材は節の部分で屈曲Lていることが多く∴実際に  

その部分をバーナーーーで加熱して竹材を軟化させ巨人手工よ  

りテコを利用して通直にし，水による冷却によって固定化  

をはかって整形しているのが現状である（Figtl参照）   

㌢＝料1丸竹材の整灘作業風景  

この作業は経験と鞄が必要なうえ重労働であるため∴後継  

者がなかなか育たずヲ高齢化が進み作業能率も低下してき  

ているという深刻な状態にあり，機械化や軽作業化が望ま  

れている。   

そこでヲ整形作業において発生すると考えられる温度と  

ノふ力の関係について」2・3：∴竹材に掛デ応力が働いている場  

112  



十、、ノ∧で加熱するオ＼う牛材れ「大層三組支は1：三し｝しこぐい～ゝアノニこ群  

察される。リグニンの膨榔状態におけるガラス転移／蕉ほ77  

、ユ2唇℃とされており〉 従来の人手主よる璧珊作業は的を  

得ていると判断されるが9 ニの状態を機械的に代替するた  

めには，さらに凍竹材の「御許形状を考慮しミニ実験がノ広、安で  

あろう．  
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温熱筍  

日掛2温度上昇 ド降遥拝におさナるマダケの  

に、力緩和挙動   

呈をその範匪内である乙翫酢とLた   

温度上昇過程において∴昇温に伴い応力緩和が進行する  

傾向が見られた その閲係はほほ比例関係にあり，紆Cの  

応力侶はヲ20℃のそれより約配灘磯雄ほれる結果となった。  

これはァリグニンの熱軟化によってもたらされたものと考  

えられる。   

温度下降過程における応力緩朝挙動はぎ降温に伴いやや  

低て＼すみ傾向が見られたが∴鼠啓上昇過魔のそれと比較す  

ると非常に小さくヲ ほぼづ王の値を示した．冷却終了時の  

釣℃の時点で約25％の残留応力があり∴負荷解放後のたわ  

み残存呈は1。′7mであった。   

ニれらのことによりク 2。5mヱnのたわみ量を負荷した試験  

片に，2（）℃ヘ組Cの温度卜昇過程と8（）℃、ノ20℃の温度卜降  

過程を履歴させることによって〉そのたわみ貰が弾性領域  

内であってもモ 68％にあたる1じ7汀主mのたわみ量を残存させ  

ることができる結果となったけ   

実際宣下痩」に宣すような丸竹斬を通直に寧形する場合  

は｝ 屈曲し／ている部分を加熱しノて熱軟化させた後～ 通底状  

態よりもッ さらr二よ㌻多くの性げ変形せ与えヲ その状態で  

水による冷去ドを矛ト′ゝ 戻り量を見込んで退官に整形Lてい  

る雰 このノ乗り量が今回の実験結果におけるテ たわみ量をセ   

トできろ：かっ′メェ旨三）、5L㌢＝た翫耶 ミニ種空すると考え  

レ〕首しる 

今宜湾実験では ノ畑を盲での結こブコ緩和測定であ／jたため  

温度⊥界過程の最高温度か鮎澤であ ったが，より高い濁点  

域を履歴しノた競合，グラフ瑚頃きからも応ブコ緩和ま進巧守す  

ると推察される∴冬紆㌢マイクロ波加熱Lた時の内部詣度  

は亨1Ⅲ）、こ：ぐらし、までは比ノ例軌に上昇するがリiヱ（卜i20℃  

ノ甘近に平衡状態があるペ ニの温安城の飽和水蒸気甘；が細胞  

壁の耐えうる限界だと／考えられン それ以卜になると細胞壁  

が破壊Lチ 蒸気が抜ける珠象が見られる ニ♂）ニとからもぎ  

実際に丸竹斬の整形を孝二」＝う場合フ飽頗失態の丸′曾根をバーh  

ー ji3   




